
人口と世帯（平成 20年 7月 1日現在）　1,743 世帯　（±0）　男 2,653 人（-5）　女 2,814 人（-3）　計 5,467 人（-8）
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　平成の名水百選への認定書交付式が６月２５日東京都江東

区清澄庭園内大正記念館で開催されました。本村からは千明

村長とむらづくり観光課長が出席しました。詳細は２頁を御

覧ください。　　　　　　（写真は鴨下環境大臣と千明村長）
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休日の病院（緊急時）7月 　8月

今月の
納期は

納期は　7月 31 日（木）です
口  座  振  替  の  方  は  事  前  に  残  高  確  認  を  ！
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ふ
る
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プ
ラ
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丸
の
内
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片
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尾
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戸
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温
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納
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花
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８
／
９･

10　

　
　
　
　

川
口
市
・
蕨
市
夏
祭

　
　
　
　

片
品
村
特
産
品
販
売

19日（土）　利根中央病院
20 日（日）　月夜野病院
21 日（月）　利根中央病院
26 日（土）　内田病院

じゅんた 

命名

将来どんな人になってほしいですか
健康で強く優しくたくましく！

（父）萩原　聖彦  （母）昌美　さん（戸倉）のお子さん

準太ちゃん 平成 19年 8 月 13 日生まれ さん小林　千晴
こばやし       ち は る

18 歳
平成元年８月５日生まれ

（摺渕）

３．片品をどう思いますか
　人も良くて自然も多くて、
　住んでいて良かったなぁ
　と思える所です。

１．何処へお勤めですか 　
　株式会社ニチネン　
　尾瀬工場です。
２．趣味は何ですか　
　友達とワイワイ、
　ガヤガヤすることです。

４．村内のおすすめスポットは　
　全部です。

７．村民の方へメッセージをお願いします
　これからもよろしくお願いします。

５．好きな異性のタイプ　
　犬みたいな人です。

2;Zd(7yH2;Zd(7yH

午
前　

8
時
30
分
〜

　
             

午
後　

12
時
15
分
迄

年
始
年
末
を
除
く
毎
週
土
曜
日
、

住
民
課
各
種
証
明
書
発
行
及
び

収
納
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

“

土
曜
日
窓
口
業
務
開
設
中”

平
成
20
年
5
月 

20 

日 

〜
平
成
 20
年
6
月
19
日

　

亡
く
な
ら
れ
た
方 

3
人

窓   

口   

か   

ら

星
野　

仁
三
郎　

 

82
歳　

菅　

沼

星
野　

市　

次 　

81
歳　

土　

出

千
明　

政　

恵 　

78
歳　

東
小
川

ジュンタという名前の響きが良く
て画数を見てつけました。

６．目標があれば教えてください　
　お金持ちになりたい。

る　き

琉椿 ちゃん 平成 19年 ８月 20 日生まれ
（父）星野　千秋  （母）夏美　さん（須賀川）のお子さん

将来どんな人になってほしいですか
元気で明るく、周りの人を大切にする優しさを持った、
皆に愛される人になって欲しいと思います。

お  

く  

や  

み

002 日（土）　沼田脳神経外科

9日（土）　月夜野病院

15 日（日）　内田病院

003 日（日）　利根中央病院

命名
「るき」 という響きが好きで決めま
した。  椿という漢字を使いたかっ
たので、それに宝物という意味が
ある琉の文字を組み合わせてつけ
ました。

寄
付
金　

１
０
０
、
０
０
０
円

　

須
賀
川
の
星
野
精
一
さ
ん
か
ら
図

書
の
購
入
費
に
役
立
て
て
ほ
し
い
と

寄
付
を
頂
き
ま
し
た
。

　

御
趣
意
に
沿
う
よ
う
村
内
各
学
校

国 民 健 康 保  険 税　第 4期
固    定    資    産    税    第 2 期
上    下    水    道    料    第 2 期

左から星野精一さん、千明村長、飯塚教育長

27 日（日）　国立沼田病院

訂
正
と
お
詫
び

　

６
月
号
フ
レ
ッ
シ
ュ
ヤ
ン
グ
の
戸
丸
卓
英

さ
ん
の
よ
み
が
な
の
「
ひ
で
た
か
」
は
「
た

か
ひ
で
」
の
誤
り
で
し
た
。

　

謹
ん
で
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

寄
贈　

ウ
ォ
ー
タ
ー
サ
ー
バ
ー

　

株
式
会
社
ニ
チ
ネ
ン
様
（
代
表
取

締
役　

小
林
始
さ
ん
）
か
ら
尾
瀬
の

郷
片
品
湧
水
群
が
、
平
成
の
名
水
百

選
に
認
定
さ
れ
た
こ
と
を
記
念
し
て

同
社
製
造
の
ウ
ォ
ー
タ
ー
サ
ー
バ
ー

を
寄
贈
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
の
サ
ー
バ
ー
は
冷
水
と
お
湯
の

つ
ま
み
が
つ
い
て
い
ま
す
。

　

役
場
出
納
室
の
右
隣
に
設
置
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、
役
場
に
お

寄
り
の
際
は
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

小林社長とウォーターサーバー

図
書
充
実
の
た
め
、
有
効
に
活
用
さ

せ
て
頂
き
ま
す
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

善　
　
　

意
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平成の名水百選

03 広 報 か た し な        H20 .07

水源の点検・清掃の様子御座入の観音様の水

そ
の
他
の
百
選

日
本
の
自
然
百
選
・
・
・
菅
沼
・
丸
沼

森
林
浴
の
森
百
選
・
・
・
武
尊
自
然
休
養
林

日
本
百
名
山
・
・
・
・
・
白
根
山
・
至
仏
山
・
武
尊
山

女
性
の
た
め
の
百
名
山
・
白
根
山

「
尾
瀬
の
郷
片
品
湧
水
群
」
が
、「
平
成
の
名
水
百
選
」
に

村
内
全
域
の
湧
水
を
対
象
と
し
た
「
尾
瀬
の
郷
片
品
湧
水
群
」
が
、「
平
成
の
名
水
百
選
」

に
選
定
さ
れ
６
月
25
日
に
環
境
大
臣
よ
り
認
定
書
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

　

片
品
村
は
、
尾
瀬
・
日
光
国
立
公
園
が
存
す
る

自
然
環
境
に
恵
ま
れ
た
村
で
、
２
０
０
０
メ
ー
ト

ル
級
の
至
仏
山
、
武
尊
山
、
日
光
白
根
山
を
は
じ

め
と
す
る
周
り
の
山
々
に
降
っ
た
雨
や
雪
が
、
長

い
時
間
を
経
て
自
然
濾
過
さ
れ
た
良
質
な
「
湧
水
」

が
豊
富
に
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
代
表
的
な
も
の
と
し
て
、
村
内
全
地
区
に

供
給
し
て
い
る
「
簡
易
水
道
の
原
水 （
15
箇
所
）」、

尾
瀬
の
自
然
保
護
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
「
岩
清

水
」、 

霊
験
あ
ら
た
か
な
水
と
し
て
地
域
の
人
に
親

し
ま
れ
て
き
た
御
座
入
地
区
の 「
観
音
様
の
水
」、 

そ
の
他
個
人
等
が
利
用
し
て
い
る
湧
水
も
含
め
村

全
域
で  「
尾
瀬
の
郷
片
品
湧
水
群
」   

を
形
成
し
て

い
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。

    「
尾
瀬
の
郷
片
品
湧
水
群
」 

を
保
全
す
る
た
め
に

様
々
な
活
動
が
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

湧
水
を
保
全
す
る
た
め
に
は
、
水
源
の
周
辺
は

も
と
よ
り
尾
瀬
を
は
じ
め
と
す
る
周
辺
流
域
全
体

の
水
源
涵
養
機
能
や
自
然
環
境
を
守
る
こ
と
が
重

要
で
あ
り
、
片
品
村
森
林
組
合
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
よ
る
計
画
的
な
森
林
の
整
備
や
上
下
流
交
流
の

植
林
体
験
会
を
毎
年
行
っ
て
い
ま
す
。
又
、
尾
瀬

を
中
心
に
、
ゴ
ミ
拾
い
活
動
や
清
掃
活
動
等
、
地

域
住
民
、
村
内
小
中
学
校
、
企
業
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

　

ア
団
体
等
と
連
携
を
図
り
多
く
の
周
辺
流
域
全

体
の
自
然
保
護
活
動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

・「
観
音
様
の
水
」
は
、
御
座
入
上
組
の
方
が
平
成

　

８
年
に
憩
い
と
癒
し
の
場
と
し
て
水
場
が
整
備

　

さ
れ
、
毎
月
１
回
水
場
の
清
掃
活
動
を
行
っ
て

　

い
ま
す
。

・
片
品
村
の
簡
易
水
道
施
設
に
つ
い
て
は
、
監
視

　

装
置
を
設
置
す
る
と
と
も
に
、
水
道
水
水
源
の

　

安
全
の
た
め
湧
水
箇
所
を
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
覆

　

い
、
外
気
に
一
切
触
れ
る
こ
と
な
く
取
水
し
て

　

い
ま
す
。　
　
　

・
村
内
の
小
中
学
校
に
お
い
て
も
、   

水
道
水
に
つ

　

い
て
自
然
学
習
等
の
教
材
と
さ
れ
て
い
る
他
、

　

尾
瀬
で
の
自
然
体
験
学
習
や
武
尊
ブ
ナ
林
で
の

　

自
然
観
察
学
習
に
よ
り
、
水
や
森
林
の
大
切
さ

　

を
教
え
て
い
ま
す
。

　　

以
上
の
よ
う
な
保
全
活
動
が
評
価
さ
れ
「
平
成

の
名
水
百
選
」
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
も
上
記
活
動
と
併
せ
、
合
併
浄
化
槽
や
下

水
道
整
備
を
推
進
し
、
水
資
源
の
保
全
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　

環
境
省
で
は
全
国
に
存
在
す
る
清
澄
な
水
を
再
発
見
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
を
広

く
国
民
に
紹
介
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
昭
和
60
年
に
「
名
水
百
選
」
を
選
定
し
ま

し
た
。

　

選
定
か
ら
す
で
に
20
年
以
上
が
経
過
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
間
、
選
定
さ
れ
た
名

水
の
地
域
に
お
い
て
は
、
保
全
活
動
が
組
織
的
に
行
わ
れ
、
名
水
を
核
と
し
た
地
域

興
し
に
取
り
組
ん
で
い
る
地
域
も
見
ら
れ
ま
す
。

　

一
方
、
水
環
境
を
巡
る
情
勢
を
み
る
と
、
持
続
可
能
な
社
会
の
構
築
が
喫
緊
の
課

題
と
な
っ
て
い
る
中
で
、
第
三
次
環
境
基
本
計
画
や
21
世
紀
環
境
立
国
戦
略
に
お
い

て
も
、
健
全
な
水
循
環
が
も
た
ら
す
恩
恵
と
人
間
社
会
の
営
み
の
共
生
や
、
水
の
あ

る
暮
ら
し
や
風
景
の
復
権
が
強
く
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
に
は
、
地
域
住

民
等
が
、
望
ま
し
い
水
環
境
を
保
全
・
維
持
す
る
取
組
に
主
体
的
に
関
わ
っ
て
い
く

こ
と
が
強
く
期
待
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

環
境
省
は
、
こ
の
よ
う
な
社
会
情
勢
の
変
化
も
踏
ま
え
、
水
環
境
保
全
の
一
層
の

推
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
地
域
の
生
活
に
溶
け
込
ん
で
い
る
清
澄
な
水
や
水
環

境
の
な
か
で
、
特
に
、
地
域
住
民
等
に
よ
る
主
体
的
か
つ
持
続
的
な
水
環
境
の
保
全

活
動
が
行
わ
れ
て
い
る
も
の
を
、  

現
在
の  「
名
水
百
選
」  

に
加
え
、 「
平
成
の
名
水
百

選
」
と
し
て
選
定
を
行
い
ま
し
た
。

選
定
方
法
及
び
選
定
に
際
し
て
の
評
価
事
項

　

 「
平
成
の
名
水
百
選
調
査
検
討
委
員
会
」 

に
お
い
て
、 

以
下
の
評
価
軸
に
基
づ
き
選

定
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

１
）
水
質
・
水
量 

２
）
周
辺
環
境
の
状
況
（
周
囲
の
生
態
系
や
保
全
の
た
め
の
配
慮
な
ど
） 

３
）
親
水
性
・
近
づ
き
や
す
さ
（
水
へ
の
近
づ
き
や
す
さ
や
安
全
性
を
重
視
） 

４
）
水
利
用
の
状
況
（
水
利
用
の
伝
統
を
含
む
） 

５
）
保
全
活
動
（
保
全
活
動
の
内
容
・
効
果
を
重
視
） 

６
）
そ
の
他
の
特
徴
・
Ｐ
Ｒ
ポ
イ
ン
ト
（
故
事
来
歴
や
希
少
性
な
ど
）

「
平
成
の
名
水
百
選
」
の
選
定
経
緯

「
平
成
の
名
水
百
選
」
に

　
　
　
　
　

認
定
さ
れ
て

　　

片
品
村
の
水
道
水
は
、
周
囲
の

２
０
０
０
メ
ー
ト
ル
級
の
山
々
に

降
っ
た
雪
や
雨
が
長
い
時
間
を
か

け
て
自
然
ろ
過
さ
れ
た
湧
水
で
あ

り
、
一
般
家
庭
や
宿
泊
施
設
（
約

２
８
０
件
）
で
も
日
常
生
活
の
中

で
お
茶
や
コ
ー
ヒ
ー
、
ご
飯
を
炊

く
水
な
ど
と
し
て
毎
日
使
用
し
て

い
ま
す
。

　

21
世
紀
に
な
り
、
環
境
と
水
が

世
界
規
模
で
注
目
を
浴
び
て
い
ま

す
が
、
自
然
保
護
の
原
点
と
い
わ

れ
る
尾
瀬
を
は
じ
め
、
片
品
村
の

水
道
水
を
含
め
た
湧
水
群
が
、
こ

の
度
「
平
成
の
名
水
百
選
」
に
選

ば
れ
た
こ
と
は
今
後
の
尾
瀬
を
は

じ
め
と
す
る
自
然
保
護
や
村
の
観

光
産
業
と
農
業
の
振
興
に
大
き
な

励
み
と
な
り
、
さ
ら
に
環
境
保
護

に
努
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
　

片
品
村
長　

千
明　

金
造 !!

大清水の湧水

環
境
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
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「
旅
フ
ェ
ア
２
０
０
８
」
横
浜
で
片
品
を
Ｐ
Ｒ

尾 

瀬 

水 

芭 

蕉 

コ 

ン 

サ 

ー 

ト 

開 

催　

片
品
村
で
文
化
と
自
然
を
楽

し
ん
で
い
た
だ
こ
う
と
、
６
月

14
日  （
土
）   

片
品
村
文
化
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て  「
尾
瀬
水
芭
蕉

コ
ン
サ
ー
ト
」
を
開
催
し
ま
し

た
。

　

演
奏
者
の
３
名
は
、
今
春
桐

朋
学
園
大
学
音
楽
学
部
を
卒
業

し
サ
ロ
ン
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
で

活
躍
し
て
い
ま
す
。

　
「
時
の
流
れ
の
よ
う
に
」「
カ
ー

ペ
ン
タ
ー
ズ
メ
ド
レ
ー
」
な
ど
普

段
聴
き
な
れ
た
曲
や
、
尾
瀬
で
の

体
験
を
も
と
に
作
曲
し
た
「
尾
瀬

に
見
た
風
」
を
演
奏
し
観
客
の
皆

さ
ん
を
魅
了
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　

(

む
ら
づ
く
り
観
光
課)

昨年に引き続き素晴らしい演奏の
　　　　　　　　　トリオ・デュ・ポローニア

白 

根 

山 

の 

シ 

ラ 

ネ 

ア 

オ 

イ 

を 

復 

元　

　

６
月
27
日
（
金
）
白
根
山
の
シ
ラ
ネ
ア
オ
イ
復
元
作
業
が
、
シ
ラ

ネ
ア
オ
イ
を
守
る
会
に
よ
っ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
復
元
作
業
は
、
白
根
山
の
シ
ン
ボ
ル
的
な
花
で
あ
る
シ
ラ
ネ

ア
オ
イ
の
絶
滅
を
危
惧
し
、
平
成
５
年
度
か
ら
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
、
守
る
会
の
メ
ン
バ
ー
を
始
め
県
立
尾
瀬
高
校
生
徒
や
日

本
製
紙
か
ら
参
加
し
た
ボ
ラ
テ
ン
ィ
ア
の
人
た
ち
約
１
１
０
人
が
、

自
然
公
園
指
導
員
の
指
導
に
よ
り
、
山
麓
か
ら
運
ば
れ
た
苗
、
約
２

０
０
株
を
白
根
山
の
弥
陀
ヶ
池
の
西
側
斜
面
に
移
植
し
、
復
元
を
願

い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
参
加
者
は
移
植
だ
け
で
な
く
、
登
山
道
の
ゴ
ミ
拾
い
な
ど
、

白
根
山
の
自
然
保
護
活
動
に
も
汗
を
流
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(

む
ら
づ
く
り
観
光
課)

斜面での復元作業

シ
ラ
ネ
ア
オ
イ
を
守
る
会

　

６
月
20
日
（
金
）
か
ら
22
日
（
日
）

の
３
日
間
、
パ
シ
フ
ィ
コ
横
浜
で
開
催

さ
れ
た
「
旅
フ
ェ
ア
２
０
０
８
」
に
参

加
し
、
ニ
ッ
コ
ウ
キ
ス
ゲ
満
開
の
尾
瀬

の
様
子
や
良
質
な
温
泉
を
紹
介
し
て
き

ま
し
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
日
本
最
大
の
旅

の
見
本
市
と
い
わ
れ
、
北
海
道
か
ら
沖

縄
ま
で
日
本
各
地
か
ら
魅
力
い
っ
ぱ
い

の
観
光
地
と
旅
行
関
連
企
業
団
体
・
交

通
機
関
な
ど
が
一
堂
に
会
し
、
旅
の
魅

力
を
伝
え
ま
し
た
。

　

今
回
の
イ
ベ
ン
ト
テ
ー
マ
は 「
癒
し
」

で
あ
り
、
片
品
村
の
温
泉
も
足
湯
体
験

片品村の足湯に浸かる来場者

村
内
各
地
で
ふ
れ
あ
い
・
い
き
い
き
サ
ロ
ン
開
催

コ
ー
ナ
ー
の
他
に
、
群
馬
県
ブ
ー
ス
で

の
「
手
湯
」
で
も
利
用
さ
れ
、
多
く
の

来
場
者
に
喜
ば
れ
て
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
（
む
ら
づ
く
り
観
光
課
）

　

高
齢
者
の
生
き
甲
斐
づ
く
り
や
介
護

予
防
の
た
め
に
、  「 

ふ
れ
あ
い  

・ 

い
き

い
き
サ
ロ
ン
」  

を
地
区
ご
と
に
年
２
回

行
っ
て
い
ま
す
。

　

５
月
30
日
、
戸
倉
サ
ブ
セ
ン
タ
ー
に

お
い
て
80
才
以
上
の
高
齢
者
や
一
人
暮

ら
し
高
齢
者
が
集
い
、
ふ
れ
あ
い
サ
ロ

ン
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

北
保
育
園
の
園
児
に
よ
る
歌
や
遊
技

に
参
加
者
か
ら
は
「
か
わ
い
い
ね
」
と

笑
み
が
こ
ぼ
れ
た
り
、
園
児
の
可
愛
さ

に
思
わ
ず
涙
ぐ
む
一
場
面
も
あ
り
ま
し

た
。

　

楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
、
次
回

の
サ
ロ
ン
を
楽
し
み
に
会
場
を
あ
と
に

し
ま
し
た
。　
　
　

　
　
　
　
（
片
品
村
社
会
福
祉
協
議
会
）

３
月 

国 

民 

年 

金 

広 

報

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�

片�

品�

村�

��

方�

言�

�

片�

品�

村�

��

方�

言�

�

　

夕
陽
が
と
っ
ぷ
り
と
沈
み
、
薄
暗
く
な
り
畑
仕
事
の
手
元
が
見
え
な
い
よ
う
に

な
っ
て
も
一
生
懸
命
働
く
人
。
そ
の
人
に
対
し
て
、
先
に
帰
る
人
達
は  「
せ
っ
こ

う
が
い
い
・
む
し
」「
せ
っ
こ
う
が
い
い
・
ね
」 

と
、 

口
々
に
言
い
な
が
ら
家
路
を

急
ぐ
。

　
「
せ
っ
こ
う
が
い
い
」
と
は
、
物
事
（
主
に
仕
事
） 

に 「
一
生
懸
命
に
、 

根
気
良

く
」  

取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。   

今
で
も  「
せ
っ
こ
う
が
い
い
」 

は
良

く
聞
き
ま
す
。
仕
事
な
ど
に
根
気
良
く
取
り
組
ん
で
い
る
人
に
配
慮
す
る
こ
と
ば

で
す
。

　
「
せ
っ
こ
う
」
の
語
源
は
「
節
行
」
で
、「
節
操
あ
る
行
い
」
か
ら
来
た
も
の
だ

と
思
い
ま
す
。
信
念
を
も
っ
て
物
事
に
取
り
組
む
姿
が
「
せ
っ
こ
う
が
い
い
」
に

な
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

　
「
せ
っ
こ
う
が
い
い
」 

は
、  

釈
迦
力
に
な
っ
て
む
や
み
に
物
事
に
取
り
組
む
と
い

う
の
で
は
な
く
、
イ
ソ
ッ
プ
物
語
の
「
ア
リ
と
キ
リ
ギ
リ
ス
」
の
ア
リ
さ
ん
の
よ

う
に
、
で
す
。

　
「
あ
の
子
は
雨
の
中
を
傘
な
し
で
、
ズ
ブ
濡
れ
に
な
っ
て
『
お
や
げ
ね
ー
』。

　
「
子
供
を
あ
ん
ま
り
泣
か
す
じ
ゃ
ね
え
『
お
や
げ
ね
ー
』」

　
「
お
や
げ
ね
ー
」
は
「
可
愛
そ
う
に
」
と
い
う
意
味
で
す
。

　

片
品
に
来
て
「
お
や
げ
ね
ー
」
を
は
じ
め
て
聞
い
た
人
は
「
え
っ
」
と
、
驚
く

そ
う
で
す
。

　

無
理
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

一
般
的
に
は 「
親
気
な
い
」 

で
す
か
ら
。 「
親
ら
し
く
な
い
」 

と
解
釈
さ
れ
ま
す
。

　

片
品
の
「
お
や
げ
ね
ー
」
は
、
思
い
や
り
の
あ
る
優
し
い
心
か
ら
の
言
葉
な
の

で
す
。

　

ま
た
、
類
語
で
「
お
や
げ
な
く
な
っ
た
」＝「
可
愛
そ
う
に
な
っ
た
」。「
お
や
げ

な
く
ね
ー
か
」＝「
可
愛
そ
う
で
は
な
い
か
」
と
も
言
い
ま
す
。

　
「
お
や
げ
ね
ー
」  

の
語
源
は 「
親
気
な
い
」  

の
訛
語
で
、  

意
味
が
変
化
し
た
も
の

で
し
ょ
う
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

片
品
村
文
化
財
調
査
委
員　
　

大
竹　

将
彦

園児と高齢者のみなさん

し
ゃ
か
り
き

尾
瀬
の
郷
親
善
大
使

 　
　
　
　
　

  

新
た
に
２
名
委
嘱

　

親
善
大
使
は
、
片
品
村
に
何
度
も

訪
れ
て
い
る
人
や
村
に
ゆ
か
り
の
あ

る
方
に
、
村
の
Ｐ
Ｒ
を
し
て
頂
く
た

め
に
親
善
大
使
委
員
会
が
人
選
し
、

今
回
で
32
名
に
な
り
ま
し
た
。

　

任
期
は
３
年
で
無
報
酬
。
委
嘱
者

に
は
委
嘱
状
、
名
刺
や
最
新
の
情
報
、

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
送
り
、
村
の
Ｐ
Ｒ

の
ほ
か
、
村
に
対
し
て
意
見
、
提
言

を
寄
せ
て
頂
き
ま
す
。

　

今
回
は
、
新
た
に
片
品
村
花
咲
出

身
で
神
奈
川
県
の
星
野
徳
夫
（
ほ
し

の
よ
し
お
）
さ
ん
、
元
Ｎ
Ｈ
Ｋ
テ
レ

ビ
で
歌
の
お
姉
さ
ん
と
し
て
四
年
間

レ
ギ
ュ
ラ
ー
出
演
し
て
い
た
東
京
都

の
稲
村
な
お
こ
さ
ん
の
２
名
で
す
。

　

お
二
人
と
も
「
片
品
村
の
た
め
に

頑
張
り
ま
す
」
と
力
強
い
お
言
葉
を

頂
き
ま
し
た
。

夏
期
巡
回
ラ
ジ
オ
体
操

　

夏
休
み
恒
例
の
巡
回
ラ
ジ
オ
体
操
・

み
ん
な
の
体
操
会
が
、
片
品
村
で
実
施

さ
れ
ま
す
。 

こ
の
模
様
は
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ

オ
第
１
で
全
国
に
生
放
送
さ
れ
る
の
と

同
時
に
、
海
外
へ
も
放
送
さ
れ
ま
す
。

　

参
加
は
無
料
で
、
事
前
の
申
し
込
み

も
不
要
で
す
。
す
が
す
が
し
い
朝
の
体

操
で
さ
わ
や
か
な
汗
を
流
し
て
み
ま
せ

ん
か
！　

ご
家
族
そ
ろ
っ
て
、
お
越
し

く
だ
さ
い
。

●
名
称　

平
成
20
年
度
夏
期
巡
回
ラ
ジ

　
　
　
　

オ
体
操
・
み
ん
な
の
体
操
会

●
主
催　

㈱  

か
ん
ぽ
生
命
保
険
、Ｎ
Ｈ

　
　
　
　

Ｋ
、
全
国
ラ
ジ
オ
体
操
連
盟

●
共
催　

片
品
村
、  

片
品
村
教
育
委
員

　
　
　
　

会

●
後
援　

片
品
村
議
会
、
片
品
村
体
育

　
　
　
　

協
会
、
片
品
村
体
育
指
導
員

　
　
　
　

会
、
片
品
村
婦
人
会　

●
協
力　

郵
便
局
株
式
会
社

●
主
管　

か
ん
ぽ
生
命
群
馬
支
店
、　

　
　
　
　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
前
橋
放
送
局
、 

群
馬

　
　
　
　

県
ラ
ジ
オ
体
操
連
盟

●
日
時　

平
成
20
年
８
月
23
日
（
土
）

　
　
　
　

開
会
式　

午
前
６
時

　
　
　

＊
午
前
５
時
50
分
ま
で
に
集
合

●
放
送　

午
前
６
時
30
分
〜
40
分

　
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ
第
１
・
全
国
放
送
）

み
ん
な
の
体
操
会
の
実
施
に
つ
い
て

●
会
場　

片
品
村
小
学
校
校
庭　

　
　
　
　
﹇
雨
天
時
﹈　

同
体
育
館

●
出
演　
﹇
体
操
講
師
﹈
西
川 

佳
克　

　
　
　
　
﹇
ピ
ア
ノ
﹈　

幅　

し
げ
み

●
問
い
合
わ
せ 

Ｎ
Ｈ
Ｋ
前
橋
放
送
局　

  

   　

☎
０
２
７ （
２
５
１
）
１
７
１
１

役
場
む
ら
づ
く
り
観
光
課

　
　
　
　
　
　

☎（
５
８
）
２
１
１
１
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６
月
議
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

　

去
る
６
月
10
日
か
ら
18
日
ま
で
の
９

日
間
、
６
月
定
例
議
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
条
例
の
制
定
や
人
事
案
件
な
ど

重
要
な
議
案
が
慎
重
に
審
議
さ
れ
、
次

の
よ
う
な
こ
と
が
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

◎
条
例
関
係

・  

公
益
法
人
等
へ
の
職
員
の
派
遣
等
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

公
益
法
人
等
へ
の
一
般
職
の
地
方
公
務

員
の
派
遣
等
に
関
す
る
法
律
の
改
正
に

伴
い
、
条
例
の
題
名
を
「
公
益
『
的
』

法
人
等
へ
の
職
員
の
派
遣
等
に
関
す
る

条
例
」
に
改
め
る
な
ど
所
要
の
改
正
を

行
い
ま
し
た
。

・  

議
会
の
議
員
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償

等
に
関
す
る
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

  「
議
会
の
議
員
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償

等
に
関
す
る
条
例
」、「
特
別
職
の
職
員

で
常
勤
の
も
の
の
給
与
及
び
旅
費
に
関

す
る
条
例
」、「
教
育
長
諸
給
与
条
例
」

及
び
「
片
品
村
旅
費
支
給
条
例
」
の
４

条
例
の
一
部
を
一
括
で
改
正
し
ま
し
た
。

既
存
の
条
例
に
定
め
ら
れ
て
い
た
支
給

実
態
の
な
い
「
食
卓
料
」
と
「
特
別
急

行
料
金
」
に
関
す
る
部
分
を
削
除
し
、

職
員
の
旅
費
に
つ
い
て
は
、「
航
空
賃
」

を
加
え
、  「
看
護
手
当
扶
養
親
族
移
送

料
」
を
削
除
し
ま
し
た
。

・  

片
品
村
村
営
住
宅
管
理
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

　

村
営
住
宅
へ
の
入
居
条
件
に
関
す
る

条
項
に
暴
力
団
関
係
者
の
入
居
制
限
が

追
加
さ
れ
ま
し
た
。

・  

片
品
村
公
共
交
通
政
策
検
討
委
員
会

設
置
条
例

　

片
品
村
の
公
共
交
通
政
策
に
つ
い
て

検
討
し
て
い
た
だ
く
た
め
の
委
員
会
を

設
置
す
る
た
め
の
条
例
で
す
。
検
討
課

題
や
委
員
構
成
に
つ
い
て
定
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

・  

特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
も
の
の

報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

  「
片
品
村
公
共
交
通
政
策
検
討
委
員
会

委
員
」
の
報
酬
を
定
め
ま
し
た
。

・
公
平
委
員
会
委
員

　

星
野
吉
弥
（
下
平
・
再
任
）

　

星
野
武
治
（
花
咲
・
新
任
）

・
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

　

千
明
好
次
（
東
小
川
・
再
任
）

　

小
林
正
雄
（
築
地
・
再
任
）

◎
議
会
構
成
の
変
更

　

新
し
い
副
議
長
に
星
野
育
雄
氏
が
選

出
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
議
会
運
営
委

員
会
及
び
二
つ
の
常
任
員
会
の
委
員
長

及
び
副
委
員
長
が
互
選
に
よ
り
決
定
し

ま
し
た
。

・
議
会
運
営
委
員
会

　

委
員
長　
　

髙
橋
正
治

　

副
委
員
長　

入
澤
登
喜
夫

・
総
務
文
教
常
任
委
員
会

　

委
員
長　
　

萩
原
一
志

　

副
委
員
長　

笠
原
耕
作

・
観
光
産
業
常
任
委
員
会

　

委
員
長　
　

飯
塚
美
明

　

副
委
員
長　

戸
丸
廣
安

◎
一
般
質
問

　

５
名
の
議
員
か
ら
一
般
質
問
が
あ
り

ま
し
た
。

・  

村
政
が
掲
げ
る
「
歴
史
を
生
か
し
た

村
づ
く
り
」
の
所
感
、
推
進
中
の
施
策

そ
し
て
片
品
村
史
改
訂
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
（
戸
丸
廣
安
議
員
）

・  

村
営
オ
グ
ナ
ほ
た
か
ス
キ
ー
場
に
つ

い
て

・ 「
花
の
駅
・
片
品
」 

へ
の
役
場
職
員
派

遣
に
つ
い
て　
　
　
（
萩
原
一
志
議
員
）

・  

水
道
計
量
器
の
未
設
置
給
水
者
に
係

わ
る
水
道
料
金
の
無
徴
収
受
水
者
の
状

況
に
つ
い
て　
　
　
（
星　

長
命
議
員
）

・  

ヘ
ル
ス
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
（
星
野
千
里
議
員
）

・  

財
政
健
全
化
法
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
（
星
野
侃
三
議
員
）

◎
そ
の
他

・
専
決
処
分
の
承
認

　

片
品
村
税
条
例
と
片
品
村
国
民
健
康

保
険
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

を
専
決
処
分
し
た
こ
と
が
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

・
報
告
事
項

  「
農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
書
作
成
事

業
」 

及
び 「
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
事
業
」

の
２
事
業
を
19
年
度
か
ら
20
年
度
に
繰

越
す
財
源
等
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

・
群
馬
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

の
規
約
変
更
に
関
す
る
協
議

　

広
域
連
合
構
成
市
町
村
間
で
合
併
が

あ
っ
た
場
合
の
財
産
処
分
に
つ
い
て
を

規
約
に
定
め
る
も
の
で
す
。

　

村
議
会
は
村
の
将
来
に
関
す
る
重
要

事
項
を
審
議
し
ま
す
。
皆
さ
ん
も
是
非

傍
聴
し
て
下
さ
い
。

◎
同
意
人
事
案
件

　

次
の
委
員
の
選
出
が
同
意
さ
れ
ま
し

た
。

片
品
の
子
ど
も
達
が
出
演

入澤　公司
（細工屋）（古仲）（須賀川）（御座入）

　農業経営者の方々のお力に
少しでもなれますよう努めて
まいりたいと思います。

金子　新一
（築地）

　関係者の指導をいただき
一生懸命頑張りますのでよろ
しくお願いいたします。

星野　泰三
（登戸）

　先輩並びに地域の皆さんの
助言や指導を受けながらお役
にたてればと思います。

吉野　孝一
（太田）

　３年間よろしくお願いしま
す。

吉野　典昭
（閑野）

　農協より選任されました。
農業・農村を守りましょう。
よろしくお願いいたします。

堀澤　功一
（下平）

　片品村の農業発展のために
勉強し努力して行きたいと思
います。

横坂　喜一
（針山）

　３年間とにかく一生懸命頑
張りますのでよろしくお願い
いたします。

吉野　健太郎
（伊閑町）

　３年間微力ではありますが、
よろしくお願いします。

星野　幸江
（山崎）

　農業に携わる一員としてし
っかり勉強しますのでよろし
くお願いいたします。

飯塚　巧
（摺渕）

　３年間よろしくお願いしま
す。

鈴木　仁
（中井）

　農業委員として、３年間一
生懸命頑張るつもりですので
よろしくお願いします。

萩原　文和
（戸倉）

　片品農政の発展に対し微力
ながら貢献したいと思います。

萩原　春美
（戸倉）

　３年間の任期を精一杯努め
ます。よろしくお願いいたし
ます。

星野　長太郎
（鍛治屋）

　３年間一生懸命頑張ります
のでよろしくお願いいたしま
す。

千明　秀吉
（上小川）

　３年間一生懸命頑張ります。
よろしくお願いします。

須藤　長明
（鎌田）

　任期中よろしくお願いしま
す。

星野　順一

　未熟者ですが皆様のお役に
たてればと思います。
よろしくお願いします。

星野　一好

　３年間よろしくご指導お願
いいたします。

星野　行康

　認定農業者の仲間を増やし、
新規就農者の力になっていき
たいと思います。

いりさわ　こうしほしの　じゅんいちほしの　かずよしほしの　ゆきやす

かねこ　しんいちほりさわ　こういちいいづか　たくみほしの　ちょうたろう　

ほしの　たいぞうよこさか　きいちすずき　ひとしちぎら　ひできち

よしの　こういちよしの　けんたろうはぎわら　ふみかずすとう　たけあき

よしの　のりあきほしの　ゆきえはぎわら　はるみ

会　

長

会
長
職
務
代
行

農
協
推
薦

議
会
推
薦

議
会
推
薦

農
業
委
員
の
み
な
さ
ん
３
年
間

農
業
委
員
の
み
な
さ
ん
３
年
間

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

農
業
委
員
の
み
な
さ
ん
３
年
間

農
業
委
員
の
み
な
さ
ん
３
年
間

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

農
業
委
員
の
み
な
さ
ん
３
年
間

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

　

任
期
満
了
に
伴
う
改
選
は
、
５
月
６
日
に
告
示
さ
れ
、
立
候
補
者
16
人
（
選
挙
定
数
16
人
）
が

無
投
票
で
当
選
し
、
11
日
に
当
選
証
書
付
与
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
議
会
か
ら
学
識
経
験
者
と
し
て
２
名
が
、
農
業
協
同
組
合
か
ら
理
事
１
名
が
推
薦
さ
れ
、

19
名
の
新
し
い
農
業
委
員
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　

片
品
村
の
農
業
発
展
の
た
め
、
今
後
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

フ
ァ
イ
ト
映
画

　
「
サ
ド
ル
１
８
４
ペ
ダ
ル
∞
」

　
　
　
　
　
　

   

上
映
期
日
決
定

　

こ
の
映
画
は
、
子
ど
も
達
が
主
役

の
作
品
と
し
て
片
品
村
な
ど
県
内
各

地
で
撮
影
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
年
２
月
に
片
品
村
で
ク
ラ
ン
ク

イ
ン
と
な
り
片
品
の
子
ど
も
達
も
出

演
し
て
い
ま
す
。

　

雪
の
片
品
を
背
景
に
、
子
ど
も
達

が
、
自
ら
の
見
え
な
い
未
来
に
対
し

て
突
き
進
む
姿
を
描
く
ロ
ー
ド
ム
ー

ビ
ー
で
す
。

　

村
民
の
皆
様
に
多
数
ご
来
場
頂
き
、

子
ど
も
達
の
普
段
見
せ
な
い
豊
か
な

表
情
を
ご
鑑
賞
頂
き
た
く
お
知
ら
せ

い
た
し
ま
す
。

　

尚
、
入
場
料
は
中
学
生
以
下
無
料
。

一
般
券
は
当
日
入
口
に
て
販
売
し
ま

す
。

い　

つ　

　

７
月
25
日 （
金
） 
午
後
６
時
30
分
〜

　

７
月
26
日 （
土
） 

午
前
９
時
30
分
〜

ど 

こ 

で　

　

片
品
村
文
化
セ
ン
タ
ー

入 

場 

料　

　

一
般　

５
０
０
円
（
入
口
で
販
売
）

　
　
　
　
　
　

中
学
生
以
下　

無
料

教
育
委
員
会　

　
　
　

☎（
５
８
）
２
１
４
４
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わが 家 の 自 慢 料 理
そばかりんとう 作成者　星野　邦子さん　花咲

材料（6人分）

○１人分の栄養価　　ｴﾈﾙｷﾞ ：ー281Kcal　　蛋白質：5.4ｇ　　脂 質：13.9　　ｶﾙｼｳﾑ：106ｍｇ　　　塩 分：9.1ｇ

作り方

◇そばの効能

～そば粉を使ったおやつ～

・コレステロールを排出してくれる食物繊維が豊富で、便秘改善や

　動脈硬化予防に有効です。

・そばにはルチンが含まれており、毛細血管を強化し、血圧降下作

　用があります。

・栄養価の高いかりんとうです。

・砂糖の分量は好みで調節して下さい。

◇ワンポイント

①Ａの材料をボウルに入れて混ぜ合わせ、こねる。ラップに包んで３０分ほど冷蔵庫

　でねかせる。　　　　

②２枚のラップにはさんで生地をのばし

　て適当な大きさに切る。（棒状に切る）

③焦げやすいので少し低めの温度でゆっ

　くりきつね色になるまで揚げる。

A
そば粉………１５０ｇ
小麦粉………５０ｇ
ﾍﾞｰｷﾝｸﾞﾊﾟｳﾀﾞｰ…小さじ１
砂糖…………大さじ５
ごま…………大さじ５
牛乳…………１００㏄
サラダ油……大さじ１

揚げ油…………適宜

長寿医療（後期高齢者医療）制度からのお知らせ

長寿医療保険料（後期高齢者医療保険料）について、各通知書が送付されます。

次に記載されていることをご留意のうえ、ご確認をしてください。

◆普通徴収の通知が届いた方へ
　今回送付いたしました保険料の賦課決定通知書及び納入通知書につきましては、年金から天引きとなっていない
方を対象としています。
　なお、納める方法についての今後の日程については、 天引き対象の年金が年額 18 万円以上でかつ、 天引き額が介

護保険と合わせて年金受領額の２分の１を越えない方は、 10 月から天引きとなります。  それまでは、お手元にある
納付書にて納めていただくようお願いします。

【例】特別徴収へ切り替わったとき（年額 67,000 円）
　普通徴収（納付書払い） 　　　　特別徴収（天引き）

     7 月 　   8 月 　　  9 月 10 月 　     12 月               2 月

　8,900 円　8,300 円　8,300 円 13,900 円　　13,800 円 13,800 円

◆特別徴収の通知が届いた方へ
　年金から天引きされている方に送付しました賦課決定通知書につきましては、確定した今年度の保険料額と、10
月から天引きされる額の通知です。

　10 月からの天引き額は、8月分まで仮徴収された額を差し引いた残りが天引きとなります。また、年度の途中で

所得の変更などがある方は納付書払いになることがあります。

【例】普通徴収へ切り替わったとき（年額 67,000 円）
　特別徴収（天引き） 　　  普通徴収（納付書払い）

　4月　　　 6 月 　　8月　　　  9 月           10 月         11 月          12 月          1 月            2 月

　11,100 円   11,100 円    11,100 円     5,700 円   5,600 円    5,600 円    5,600 円    5,600 円    5,600 円

◆被用者保険の被扶養者であった方へ
　これまで保険料がかかっていなかった被用者保険の被扶養者の方※は、激変緩和措置として今年 4 月から 9 月ま

で保険料の負担はなく、 10 月から来年 3 月は均等割の 1割だけの負担となります。

「長寿医療保険料について」

「長寿医療（後期高齢者医療）保険証について」
８月１日に「長寿医療制度（後期高齢者医療制度）の保険証」を一斉更新します。
  「後期高齢者医療被保険者証」は、村内に住所を有する 75 歳以上の人（75 歳未満でも、65 歳以上の一定の障害者

を含む。）に交付されます。

　保険証には、被保険者番号や氏名等のほか、一部負担金の割合（１割又は３割）が記載されますが、この割合は、

前年の課税所得と収入によって決められます。新しい保険証の有効期間は、本年８月１日から平成 21 年 7月 31 日

までの１年間です。新しい保険証の色は、薄い紫色で、緑色の封筒に入っています。８月１日以降受信時には医療

機関窓口に提示してください。保険証の交付は、全戸に配布する後期高齢者医療被保険証交付日程表をご覧の上、
手続きをしてください。　　　　

●問い合わせ先　

保健福祉課 ☎（５８）２１１５　群馬県後期高齢者医療広域連合 ☎０２７（２５６）７１７１

   【　ご　注　意　】

※被用者保険の被扶養者とは・・・　社会保険制度のうち、雇用者を対象とする保険のことを被用者保険といいま
す。この場合の対象は、サラリーマンの子供などに扶養され、これまで保険料負担がなかった方です。なお、国保
制度の場合、世帯主が家族の分の保険税もまとめて納める制度ですので「扶養される」という概念はなく、この対
象にはなりません。
　被用者保険の被扶養者であった方は 10 月以降に、緩和措置を受けた保険料額を納めることになります。 ただし、 

被扶養者だったという情報の一部が広域連合へ届いていない結果、  緩和措置を受けていない納入通知書が届いてい
る場合がありますので、3月まで社会保険などの扶養だった方は、  必ず賦課決定通知書及び納入通知書の内容をご
確認ください。  お心当たりのある方は扶養だったときの状況をご確認のうえ、市町村窓口へご相談いただけますよ

うお願いします。

※持参するもの・・・　身分を証明するもの・被保険者証・資格喪失証明書など証明するもの・印鑑

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
の
２
名
が
再
任

　

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
の
設
置
は
、
固
定
資
産
課
税
台
帳
に
登

録
さ
れ
た
価
格
に
関
す
る
不
服
を
審
査
決
定
す
る
た
め
、
地
方
税
法
で

定
め
ら
れ
て
お
り
、
委
員
の
選
任
に
も
議
会
の
同
意
要
件
が
同
じ
く
地

方
税
法
で
定
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
で
あ
る
千
明
好
次
さ
ん
及
び
小
林
正

雄
さ
ん
は
平
成
17
年
６
月
25
日
か
ら
就
任
さ
れ
、
こ
の
６
月
24
日
で
３

年
間
の
任
期
が
満
了
し
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
の
千
明
好
次
さ
ん
及
び
小
林
正
雄
さ
ん
の
再
任
に
際
し
、

６
月
定
例
議
会
お
い
て
全
議
員
の
賛
同
を
戴
き
、
６
月
25
日
付
で
就
任

い
た
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
住
民
課
）

千明　好次さん小林　正雄さん

年
金
受
給
者
が
死
亡
し
た
と
き
は
す
み
や
か
に
届
け
出
を
し
ま
し
ょ
う

　

年
金
を
受
け
る
権
利
は
死
亡
す
る
と
な
く
な
り
ま

す
。 

年
金
受
給
者
が
死
亡
し
た
と
き
は
、 「
年
金
受
給

権
者
死
亡
届
」
を
14
日
以
内
に
社
会
保
険
事
務
所
へ

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

提
出
が
遅
れ
る
と
年
金
が
過
払
い
に
な
り
、  

遺
族

の
方
か
ら
返
納
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
の

で
、 

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、  

年
金
は
死
亡
し
た
月
の
分
ま
で
支
払
わ
れ

ま
す
。 
ま
だ
受
け
取
っ
て
い
な
い
年
金
が
あ
る
場
合
、

死
亡
当
時
に
受
給
者
と
生
計
を
と
も
に
し
て
い
た
一

定
の
範
囲
の
遺
族
の
方
は
未
支
給
年
金
を
請
求
で
き

ま
す
の
で
、   

死
亡
届
と
一
緒
に 「
未
支
給
年
金
・
保

険
給
付
請
求
書
」
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
提
出
す
る
際
に
は
次
の
書
類
が
必
要
に
な

り
ま
す
。

【
添
付
書
類
】

・「
年
金
受
給
者
死
亡
届
」
の
み
を
提
出
す
る
場
合

①
死
亡
し
た
方
の
年
金
証
書

②
死
亡
の
事
実
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
書
類

・
未
支
給
年
金
を
請
求
す
る
場
合

前
記
の
①
・
②
に
加
え
て

③
死
亡
し
た
受
給
者
と
請
求
者
の
身
分
関
係
を
明
ら
か

　

に
す
る
戸
籍
謄
本
（
全
部
事
項
証
明
書
）

④
生
計
を
と
も
に
し
て
い
た
こ
と
を
証
明
す
る
書
類

　
（
住
民
票
等
）

※

こ
れ
以
外
に
も
添
付
書
類
が
必
要
な
場
合
も
あ
り
ま

　

す
の
で
、
く
わ
し
く
は
、

役
場
住
民
課
年
金
係
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎（
５
８
）
２
１
１
６

年
金
広
報
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教育委員会　8 月の諸行事
　

本
校
で
は
、
本
年
度
の
学
校
テ
ー

マ
と
し
て
「
あ
い
さ
つ
と
歌
声
の
ひ

び
く
学
校
」
が
あ
り
ま
す
。「
あ
い

さ
つ
」
を
す
る
こ
と
、「
歌
」
を
歌

う
こ
と
は
普
通
の
こ
と
で
す
。
で
も
、

し
っ
か
り
と
相
手
に
向
か
っ
て
あ
い

さ
つ
を
す
る
こ
と
、
聴
い
て
い
る
人

に
そ
の
真
剣
さ
を
伝
え
る
歌
声
を
出

す
こ
と
は
、
簡
単
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

 「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
」
の
大
き

　

６
月
５
日
の
木
曜
日
、
片
品
小
学

校
体
育
館
で
、
片
品
村
小
中
学
校
教

育
研
究
会
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

村
内
小
中
学
校
の
教
職
員
及
び
来
賓

と
し
て
村
長
さ
ん
や
議
長
さ
ん
を
は

じ
め
、
大
勢
の
方
々
が
出
席
し
ま
し

た
。

　

今
回
は
総
会
終
了
後
、
群
馬
大
学

大
学
院
教
育
学
研
究
科
教
授　

清
水

和
夫
先
生
が
「
教
育
改
革
、
今
、
学

校
に
求
め
ら
れ
て
い
る
も
の
」
と
題

し
て
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

　

講
演
の
中
で
は
、
教
師
一
人
一
人

の
強
い
情
熱
や
確
か
な
力
量
、
総
合

的
な
人
間
力
を
高
め
る
た
め
の
「
教

 
片
品
村
小
中
学
校
教
育
研
究
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

師
力
」
に
つ
い
て
、
分
か
り
や
す
く

又
熱
く
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

本
年
度
教
育
委
員
会
で
は
、
教
職

員
の
指
導
技
術
及
び
資
質
の
向
上
を

支
援
す
る
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま

す
。
各
学
校
の
校
内
研
修
や
研
究
授

業
に
助
言
を
い
た
だ
く
た
め
、
群
馬

大
学
教
育
学
部
の
先
生
方
に
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
し
た
。
子
ど
も
達

の
基
礎
・
基
本
的
な
学
力
の
定
着
と

と
も
に
、
片
品
村
の
未
来
を
託
す
人

材
を
育
て
る
た
め
、
学
校
現
場
の
先

生
方
の
研
鑽
を
積
む
努
力
を
し
っ
か

り
応
援
し
て
い
き
ま
す
。

　
　
　
　
　

 〔
片
品
村
教
育
委
員
会
〕

群馬大学　清水和夫教授の講演

役場 2階研修室にて

「
あ
い
さ
つ
と
歌
声
の
ひ
び
く
学
校
」
を
め
ざ
し
て

な
あ
い
さ
つ
か
ら
、
楽
し
く
な
る
よ

う
な
心
持
ち
で
１
日
の
ス
タ
ー
ト
が

切
れ
る
よ
う
に
。
ま
た
、「
歌
声
」

か
ら
、
子
ど
も
達
が
歌
う
こ
と
の
喜

び
を
学
ぶ
と
と
も
に
、
聴
い
て
い
る

方
々
に
「
元
気
」
を
感
じ
て
も
ら
え

る
よ
う
に
。
１
年
間
、
学
校
集
会
や

諸
活
動
の
中
で
日
々
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　　
　
　
　
　

片
品
カ
レ
ッ
ジ
Ｅ

　

６
月
８
日
・
15
日
の
日
曜
日
２
週

続
け
て
、
片
品
カ
レ
ッ
ジ
Ｅ「
歩
い

て
笑
顔
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教
室
」
を
、

体
育
指
導
員
会
等
の
協
力
を
得
て
実

施
し
ま
し
た
。

　

講
師
に
は
、
昨
年
も
お
越
し
い
た

だ
い
た
Ｎ
Ｐ
０
法
人
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

研
究
所
の
駒
崎
優
（
こ
ま
ざ
き
ま
さ

る
）
先
生
を
お
迎
え
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
は
、
体
の
ゆ
が
み
を
チ
ェ
ッ

ク
す
る
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

①
く
つ
の
そ
こ
の
減
り
方
が
左
右
均

等
で
な
い　

②
片
足
に
体
重
を
か
け

て
立
つ
こ
と
が
多
い　

な
ど
30
項
目

理
想
的
な
姿
勢
と
歩
き
方
で
健
康
と
体
力
増
進

つ
ぎ
は
、
そ
れ
ら
を
も
と
に
バ
ラ
ン

ス
の
よ
い
姿
勢
と
、
美
し
く
、
さ
ら

に
は
健
康
に
つ
な
が
る
歩
き
方
を
実

技
指
導
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

①
お
な
か
を
引
き
上
げ
る
。（
ウ
エ

ス
ト
シ
ェ
イ
プ
等
）　

②
つ
ま
先
を

上
げ
て
か
か
と
着
地
、
足
の
裏
全
体

を
使
う
。 （
転
倒
予
防
・
冷
え
性
予
防

等
）
な
ど
10
項
目

　

さ
ら
に
、
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
や
、

肩
こ
り
の
解
消
の
し
か
た
な
ど
、
た

く
さ
ん
の
こ
と
を
指
導
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
今
年
度
は
リ
ー
ダ
ー
養

成
講
座
ま
で
発
展
さ
せ
て
実
施
し
ま

し
た
。

　

講
座
に
参
加
し
て
下
さ
っ
た
方
々

が
、
歩
き
方
の
ポ
イ
ン
ト
等
を
、
多

く
の
方
に
伝
達
し
て
い
た
だ
き
、
健

康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
が
広
が
っ

て
い
け
ば
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
〔
片
品
村
教
育
委
員
会
〕

 

図 書 室 カレンダー   8 月

りだ よ図 書 室
読んでみませんか ?

『夢をかなえるゾウ』　飛鳥新社
　　　　　　　　　　　　　水野敬也　作
　夢をかなえるためには、自分を変えようとする心がけと、
他に対する思いを関西弁のゾウの神様が教えてくれる。
笑えて、泣けて、タメになる一冊です。

月 火 水 木 金 土日

＊午後１時 30 分～５時 30 分開室
＊       はお休みです。

                                 1    2  
  3    4    5    6    7    8    9
10  11  12  13  14  15  16
17  18  19  20  21  22  23
24  25  26  27  28  29  30 
31   

☆生涯学習・社会体育関係
・区対抗野球兼町内対抗野球片品予選
・子ども会球技大会
・片品カレッジ　ｳﾞｧｲｵﾘﾝﾚｯｽﾝｺﾝｻｰﾄ 
・かたしな子どもキャンプ
・巡回ラジオ体操（NHK）
・村民ソフトテニス大会 
・片品カレッジ　尾瀬の日ハイキング

☆学校関係
・村内小学校泳力記録会
・第 2学期始業式
※8 月 11 ～ 17 日は、行事などが少ない 1 週間です。
家族のふれあいを大切にしていただければと思います。

◇片小 
・PTA 役員会議②
・友遊クラブ
※夏季休業中もアルミ缶回収を続けていますので、
ご協力をお願い致します。

◇北小 
・北地区合同運動会打ち合わせ②
　　PTA 本部役員会④
・校内水泳記録会
※校内水泳記録会を行います。子ども達への声援を
よろしくお願いします。

◇南小
・南小・第３区合同会議
・プール納め　　 低学年
　　　　　　　　高学年
※夏休みが終わったら、すぐ運動会の練習を始めます！

◇武尊根小 
・武尊根ナイトフェスティバル
・運動会役員準備合同会議 
・校内水泳記録会
・武尊根記録会③
・武尊根子ども教室
※ナイトフェスティバルが第 10 回を迎えました。
特別の催し物を企画しています。

◇片中
・郡市少年の主張大会
・３年生自然観察会
・環境奉仕日⑤

※予定が変更される場合もありますので、　
　あらかじめご了承ください。

1 日 ( 金 ) ～
3 日 ( 日 )
10 日 ( 日 )

21 日 ( 木 )･22 日 ( 金 )
23 日 ( 土 )
24 日 ( 日 )
30 日 ( 土 )

1 日 ( 金 )
25 日 ( 月 )

26 日 ( 火 )
28 日 ( 木 )

25 日 ( 月 )
27 日 ( 水 )

20 日 ( 水 )
27 日 ( 水 )
28 日 ( 木 )

2 日 ( 土 )
20 日 ( 水 )
26 日 ( 火 )
27 日 ( 水 )
28 日 ( 木 )

　

27 日 ( 水 )
28 日 ( 木 )
29 日 ( 金 )

広 

報 

文 

芸　

片 

品 

村 

俳 

句 

会 

作 

家 

協 

会

平
成
二
十
年
六
月
俳
句
会

　
　
　
　
　
　
　
　

須
賀
川　

大
竹　

久
代

夜
の
雨
に
打
た
れ
し
牡
丹
花
惜
し
む

山
神
の
供
花
か
高
き
に
朴
の
花

　
　
　
　
　
　
　
　
　

鎌
田　

中
村　

導
子

箸
袋
一
句
し
た
た
め
梅
雨
の
宴

チ
�
イ
ム
鳴
る
朝
の
校
舎
や
桐
匂
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

鎌
田　

松
井
亜
作
枝

園
児
ら
を
か
す
め
て
つ
ば
め
ひ
る
が
へ
り

石
退
け
ば
卵
持
ち
出
す
蟻
あ
ま
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　

鎌
田　

渡
辺　

和
昭

春
愁
や
弦
無
き
父
の
バ
イ
オ
リ
ン

舞
鶴
草
台
座
に
溢
れ
乙
女
像

　
　
　
　
　
　
　
　
　

鎌
田　

吉
野　

道
子

咲
き
誇
る
牡
丹
に
今
日
の
雨
強
し

谷
川
の
ひ
び
き
に
木
の
芽
目
覚
め
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　

鎌
田　

星
野　

光
子

茶
柱
の
立
�
た
立
た
ぬ
と
柏
餅

一
本
で
三
品
の
料
理
夏
大
根

　
　
　
　
　
　
　
　

東
小
川　

千
明
ヒ
ロ
子

メ
ロ
デ
�
の
流
れ
る
湖
畔
朴
の
花

五
月
雨
の
屋
根
打
つ
音
や
朝
の
夢

　
　
　
　
　
　
　
　
　

鎌
田　

萩
原
キ
ヨ
子

ア
カ
シ
ヤ
の
白
き
花
咲
く
田
植
時

つ
ゆ
の
頃
思
い
出
す
度
母
の
顔

　
　
　
　
　
　
　
　
　

鎌
田　

星
野
ト
ミ
エ　
　

草
木
ダ
ム
初
夏
の
さ
ざ
波
富
弘
館

清
流
の
い
で
湯
の
宿
や
風
か
お
る

　
　
　
　
　
　
　
　

栃
久
保　

戸
丸　

好
夫

田
植
後
の
青
田
の
風
や
蛙
鳴
く

初
夏
退
院
夢
を
叶
い
し
千
羽
鶴

　
　
　
　
　
　
　
　
　

摺
渕　

木
村　

佳
江

木
葉
木
菟
洞
よ
り
欠
伸
し
て
翔
て
り

風
薫
る
り
ん
ご
花
摘
む
遠
武
尊

　
　
　
　
　
　
　
　
　

鎌
田　

星
野　

歌
子

日
の
匂
ひ
土
の
匂
ひ
の
胡
瓜
捥
ぐ

頬
杖
で
子
供
は
金
魚
と
睨
め
�
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

鎌
田　

星
野　

康
一

早
乙
女
や
山
鳩
の
声
朝
の
空

散
歩
道
あ
い
さ
つ
交
わ
す
初
夏
の
朝

　
　
　
　
　
　
　
　
　

鎌
田　

寺
岡　

貞
子

大
木
に
空
が
見
た
い
と
か
ら
む
藤

カ
キ
ツ
バ
タ
幾
万
の
花
吉
祥
寺

　
　
　
　
　
　
　
　
　

摺
渕　

千
明　

新
芽

片
品
に
溢
れ
る
名
水
夏
木
立

悩
み
ご
と
多
き
日
日
な
り
梅
雨
に
入
る

片
品
南
小
学
校
長　

堤
義
樹

元気あふれる南小学校の児童
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お 

し 

ら 

せ

所
得
税
の
予
定
納
税
に
つ
い
て

　

所
得
税
の
予
定
納
税
（
第
一
期
分
）

の
納
期
は
、
平
成
20
年
７
月
１
日
〜
７

月
31
日
で
す
。
予
定
納
税
が
必
要
な
方

に
は
、
６
月
中
旬
に
税
務
署
か
ら
「
予

定
納
税
額
の
通
知
書
」
が
送
付
さ
れ
ま

す
。

　

予
定
納
税
と
は
、
前
年
分
の
確
定
申

告
に
も
と
づ
き
計
算
し
た
予
定
納
税
基

準
額
が
15
万
円
以
上
で
あ
る
場
合
に
原

則
そ
の
３
分
の
１
相
当
額
を
そ
れ
ぞ
れ

７
月
と
11
月
に
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と

で
す
。

　

第
一
期
分
の
予
定
納
税
の
減
額
申
請

を
す
る
場
合
は
、
平
成
20
年
７
月
15
日

ま
で
に
「
予
定
納
税
の
減
額
申
請
書
」

を
税
務
署
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先　

　

沼
田
税
務
署
個
人
課
税
部
門

　
　
　
　
　
　
　

☎
２
２―

２
１
３
３

第
10
回

「
21
世
紀
の
森
」
野
外
音
楽
祭
と

チ
ケ
ッ
ト
販
売
に
つ
い
て

●
日　

時　

平
成
20
年
８
月
24
日

　

第
一
部　

午
前
11
時
〜

　

須
藤
恵  （
沼
田
市
出
身
）  

大
小
原
ユ

　

ウ
キ  （
富
岡
市
出
身
）  

山
崎
ジ
ュ
リ

 　
（
前
橋
市
出
身
） 

Ｙ
Ｕ
Ｋ
Ａ （
太
田
市

　

出
身
）
他

　

第
二
部　

午
後
２
時
〜

　

宇
崎
竜
童　

カ
ノ
ン　

　

由
紀
さ
お
り
・
安
田
祥
子

●
場　

所

　

群
馬
県
立
森
林
公
園

　
「
21
世
紀
の
森
」

●
チ
ケ
ッ
ト

　

前
売
券　

３
０
０
０
円

　

当
日
券　

３
５
０
０
円

※

中
学
生
以
下
は
無
料
で
す

●
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
農
林
建
設
課
窓
口

　
　
　
　
　
　

☎（
５
８
）
２
１
１
３

　

農
林
建
設
課
窓
口
で
前
売
券
を
販
売

し
て
い
ま
す
の
で
、
購
入
希
望
の
方
は

お
越
し
く
だ
さ
い
。

サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
は
、

群
馬
県
内
の
宝
く
じ
売
り
場
で
！

　

こ
の
「
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ

（
市
町
村
振
興
く
じ
）」
の
収
益
金
は
、

市
町
村
の
明
る
く
住
み
よ
い
町
づ
く
り

に
使
わ
れ
ま
す
。

●
賞　

金　

１
等
＝
２
億
円×

40
本
、

　

前
後
賞
５
、 

０
０
０
万
円
、 

２
等
＝

　

１
億
円×

80
本　

他

●
発
売
期
間　

　

平
成
20
年
７
月
14
日
（
月
）
か
ら
８

　

月
１
日
（
金
）
ま
で

●
抽
選
日

　

平
成
20
年
８
月
12
日
（
火
）

国  

保 

だ 

よ 

り

﹇
８
月
１
日
に
高
齢
受
給
者
証
が
更
新
さ
れ
ま
す
。﹈

　
「
高
齢
受
給
者
証
」
は
、
国
民
健
康
保
険
の
加
入
者
で
70
歳
以
上
75

歳
未
満
の
人
に
交
付
さ
れ
ま
す
。

　

高
齢
受
給
者
証
に
は
、
記
号  

・  

番
号
や
氏
名
の
ほ
か
、
一
部
負
担

金
の
割
合 「
１
割
ま
た
は
３
割
」 

が
記
載
さ
れ
ま
す
が
、
こ
の
割
合
は
、

前
年
の
所
得
に
よ
っ
て
決
め
ら
れ
ま
す
。

　

８
月
以
降
受
診
時
は
、 

国
民
健
康
保
険
者
証
と
高
齢
受
給
者
証
を
忘

れ
ず
に
医
療
機
関
の
窓
口
に
提
示
し
て
下
さ
い
。

﹇
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
の
申
請
に
つ
い
て
﹈

　

国
民
健
康
保
険
高
齢
受
給
者
証
の
対
象
者
で
、
住
民
税
非
課
税
世
帯

に
該
当
す
る
方
が
入
院
さ
れ
る
場
合
「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減

額
認
定
証
」
の
申
請
を
し
て
い
た
だ
く
と
、
一
ヶ
月
当
た
り
の
自
己
負

担
限
度
額
及
び
食
事
代
が
減
額
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
制
度
を
受
け
る
に
は
、
役
場
保
健
福
祉
課
窓
口
で
申
請
を
し
て

く
だ
さ
い
。
申
請
後
に
認
定
証
を
交
付
し
ま
す
。

﹇
認
定
証
の
有
効
期
限
﹈

　

平
成
20
年
８
月
１
日
〜
平
成
21
年
７
月
31
日

﹇
用
意
す
る
も
の
﹈

　

被
保
険
者
証
・
印
鑑

《
70
歳
未
満
の
人
は
入
院
前
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。》

　

限
度
額
適
用
認
定
証
を
医
療
機
関
に
提
示
す
る
こ
と
で
、
入
院
時
の

窓
口
で
の
支
払
が
限
度
額
ま
で
と
な
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

保
健
福
祉
課
国
保
係

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎（
５
８
）
２
１
１
５

尾瀬国立公園誕生記念

　　片品村では、ＮＨＫ前橋放送局と共催で尾瀬国立公園の誕生を記念してＮＨＫ「民謡をたずねて」の公開録音を実施いたします。

　「民謡をたずねて」は、全国津々浦々に出掛けていく、コンパクトな公開番組です。民謡を通じた地域の人々との暖かい交流を軸

　として、ミニ・コミ的な情緒を大切に育んでいます。

　片品村での公開録音を観覧希望の方は、次の要領でお申し込みください。
１　名　　称　ＮＨＫ「民謡をたずねて」公開録音

２　主　　催　片品村、ＮＨＫ前橋放送局

３　日　　時　平成２０年９月２７日（土）

　　　　　　　開場／午後１時　　開演／午後１時４５分　終演／午後３時４５分（予定）＊3本収録予定

４　会　　場　片品村文化センター（800 席）住所：利根郡片品村大字鎌田３９８２　☎（５８）２１４４　　　　　　　　　　

５　出　　演　ゲスト／小杉　真貴子、小沢　千月、大野　美幸　ほか。

　　　　　　　演　奏／三　味　線：二代目 藤本　琇丈、藤本　 秀心

　　　　　　　　　　　津軽三味線：未　定

　　　　　　　　　　　尺　八 ・ 笛：米谷　 智

　　　　　　　　　　　鳴　　　物：美波　駒和美、美波　 駒旵美

　　　　　　　　　　　はやし　詞：新津　幸子、新津　美恵子

　　　　　　　司　会／佐藤　克樹　ＮＨＫ前橋放送局アナウンサー

６　観覧申込　　入場は無料ですが、入場整理券（１枚で２名様まで入場可）が必要です。観覧ご希望の方は、郵便往復はがきでお

　　　　　　　　申し込みください。お申し込みは、お一人様１通に限ります。重複応募分は無効となります。

　　　　　　　　【往信用の裏面】　に　①郵便番号　②住所　③お名前　④電話番号

　　　　　　　　【返信用の表面】　に　①郵便番号　②住所　③お名前　を明記してお申し込みください。

　＜あて先＞　〒378-0498　利根郡片品村大字鎌田 3967-3 番地　片品村役場　むらづくり観光課　ＮＨＫ「民謡をたずねて」係

　＜締切り＞　９月８日（月）必着

ＮＨＫラジオ第一放送「民謡をたずねて」公開録音の実施について

　　　　　　　　※「返信用裏面」には、抽選結果を印刷しますので、白紙のままお送りください。

　　　　　　　　※応募多数の場合は抽選を行い、当選者に入場整理券（１枚につき２名様入場）をお送りします。

　　　　　　　　　なお、１歳以上のお子様から人数に含みます。

　　　　　　　　※郵便往復はがき以外での応募や記入漏れ、締め切り後の到着については無効とさせていただきます。

　　　　　　　　◆ご応募の際にいただいた情報は、抽選結果のご連絡のほか、ＮＨＫの番組やイベントのご案内、　

　　　　　　　　　受信料のお願いに使用させていただくことがあります。

７　放送予定　　平成２０年１１月下旬頃　＜未定＞　いずれも、ＮＨＫラジオ第一および FM（土）午後０時３０分～０時５５分

８　問い合せ　　片品村役場むらづくり観光課　☎（５８）２１１２　　ＮＨＫ前橋放送局　☎０２７（２５１）１７１１

（小杉　真貴子） （小沢　千月）

平成 20年秋の優良自動車運転者表彰のお知らせ

　夏から秋にかけては、登山やハイキング、

きのこ狩り等で山野に入り込むことが多い時

期になりますが、例年この時期は、クマに出

会い負傷をおった事故が発生しています。

　キャンプ場、別荘地等の林の中や森林に隣

接する畑周辺にクマが潜んでいることがあり

ますので、薄暗い森の中、早朝、夕暮れ時の

野外活動には充分注意してください。

１　野外（ハイキング、キノコ採りやキャンプ
　　等）に出かける場合は、ラジオやクマ鈴な
　　ど音の出るものを持って行きましょう。
２　新しい糞や足跡を見つけたと時は、近くに
　　クマがいる可能性があるのですぐに引き返
　　しましょう。
３　子グマの近くには母グマが必ずいます。母
　　グマは小グマを守るのに必死で襲ってくる
　　場合があります。子グマには絶対近づかな
　　いようにしましょう。
４　突然のクマとの出会いが一番危険です。キ
　　ノコ狩りなどに夢中にならないように、ま
　　た、水流の激しい沢や風雨の強い日はお互
　　いに物音が聞こえないので注意しましょう。
５　早朝や夕方の薄暗い時間帯はクマの活動が
　　活発になるため食べ物探しに夢中で、人間
　　の接近に気づかないことがあります。この
　　時間帯の行動は控えるようにしましょう。

クマ出没に注意！！

クマに出会わないために
　　　　以下のことに注意しましょう。

　次の基準に該当する方は、表彰を受ける候補者となりますので、 受賞を希

望される方は、 自動車安全運転センターの平成 20 年６月１日以降に発行す

る無事故無違反証明書を添えて申請して下さい。

●表彰の種類及び主な受賞資格
各章共通受賞資格

・沼田交通安全協会の会員であること。

・過去に同種の表彰を受けていないこと。

・交通法令以外の法令違反のある方は表彰から除外されることがあります。

銅　　章

・５年以上自動車等の運転に従事し、 その間交通事故・交通違反のないこと。

銀　　章

・10 年以上自動車等の運転に従事し、 その間交通事故 ・ 交通違反のないこと。

・銅章を受けていること。

金　　章

・15 年以上自動車等の運転に従事し、 その間交通事故・交通違反のないこと。

・銀章を受けていること。

金冠銀章

・20 年以上自動車等の運転に従事し、 その間交通事故・交通違反のないこと。

・金章を受けていること。

金冠金章

・30 年以上自動車等の運転に従事し、 その間交通事故・交通違反のないこと。

・金冠銀章を受けていること。

　●表彰の時期：春の全国交通安全運動期間の頃

　●受付期間　：平成 20年６月２日～７月 31日まで

　●その他　　：申請用紙は役場総務課にあります。

・無事故無違反証明をとるには郵便振替で申請してから約 20 日間かかります

　ので余裕をもって申請して下さい。なお申請時に印鑑・運転免許証・証明

　代金７００円をご持参ください。

●受付及び問い合せ先：片品村役場  総務課  ☎ （５８）２１１１  内線２１４

（大野　美幸）
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金
野　

貴
子
さ
ん
（
東
小
川
）

    

平
成
15
年
に
金
野
さ
ん
が
、 「
リ
ネ
ッ

ト
の
草
原
」 （
文
芸
社
出
版
） 

を
出
版
し

て
か
ら
５
年
の
歳
月
が
過
ぎ
ま
し
た
。

　

深
山
花
流
（
み
や
ま
か
る
）
の
ペ
ン

ネ
ー
ム
を
持
つ
金
野
さ
ん
の
、
そ
の
後

が
気
に
な
り
取
材
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

兵
庫
県
の
小
野
市
で
育
っ
た
金
野
さ

ん
は
、
小
学
校
３
年
生
よ
り
物
語
を
書

き
始
め
た
そ
う
で
す
。

　

そ
し
て
高
校
２
年
生
の
時
書
き
上
げ

た
「
人
間
を
や
め
た
ボ
ク
」
で
、
旺
文

社
の
全
国
学
芸
科
学
コ
ン
ク
ー
ル
に
入

選
さ
れ
ま
し
た
。

　

鉛
筆
で
書
か
れ
た
原
稿
用
紙
１
５
６

枚
を
め
く
ら
せ
て
も
ら
う
と
、
書
き
方

の
お
手
本
の
よ
う
な
美
し
い
書
体
が
、

学
生
時
代
の
生
活
な
ど
を
想
像
さ
せ
ま

す
。

　

尾
瀬
で
働
い
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で

片
品
村
に
嫁
ぎ
、
仕
事
や
家
事
を
し
な

が
ら
「
リ
ネ
ッ
ト
の
草
原
」
を
作
り
上

げ
る
と
、
次
の
作
品
を
尋
ね
る
人
も
多

か
っ
た
そ
う
で
す
。

　

世
に
は
出
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
現
在

ま
で
の
５
年
間
で
６
作
品
が
書
か
れ
て

い
ま
し
た
。

　
　
「
逃
げ
た
カ
サ
」

　
　
「
小
鬼
の
コ
オ
」

　
　
「
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
」

　
　
「
ぴ
か
ご
ろ
う
」

　
　
「
テ
ン
ワ
と
ワ
ン
ヤ
」

　
　
「
プ
ロ
ポ
ー
ズ
」

　

金
野
さ
ん
は
、
片
品
村
で
の
生
活
が

と
て
も
気
に
入
っ
て
い
て
、
恵
ま
れ
た

四
季
が
た
く
さ
ん
の
テ
ー
マ
を
提
供
し

て
く
れ
る
そ
う
で
す
。
こ
の
な
か
の
半

分
は
片
品
村
で
の
生
活
か
ら
得
た
も
の

が
ヒ
ン
ト
に
な
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　
「
リ
ネ
ッ
ト
の
草
原
」 

で
、 

平
成
16
年

度
群
馬
県
文
学
賞
・
児
童
文
学
部
門
受

賞
後
に
県
教
育
文
化
事
業
団
発
行
の

「
上
州
文
化
」 

に
寄
せ
た
文
中
で 「
こ
の

先
、
私
の
書
い
た
も
の
が
他
の
人
の
目

に
触
れ
る
機
会
が
あ
る
か
ど
う
か
わ
か

り
ま
せ
ん
が
、
自
分
自
身
の
生
活
を
心

豊
か
に
し
て
く
れ
る
だ
け
で
も
い
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。」
と
あ
り
ま
し
た
。

　

飾
り
の
な
い
言
葉
と
控
え
め
な
感
じ

の
金
野
さ
ん
で
す
が
、
日
々
の
生
活
の

中
で
書
く
た
め
の
材
料
を
集
め
て
イ
メ

ー
ジ
を
ふ
く
ら
ま
せ
る
創
作
活
動
を
続

け
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

現
在
、
片
品
村
を
舞
台
に
し
た
長
編

作
品
を
書
い
て
い
る
そ
う
で
す
。
完
成

に
は
１
年
以
上
か
か
る
そ
う
で
す
が
、

お
体
に
気
を
付
け
て
素
晴
ら
し
い
作
品

に
な
る
こ
と
を
お
祈
り
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
上
記
の
童
話
も
機
会
が
あ
れ
ば

ご
紹
介
さ
せ
て
頂
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

心
に
草
原
の
風
が
そ
よ
ぎ
、
耳
元
に

花
が
さ
さ
や
く
、
ほ
ろ
苦
く
も
心
温
ま

る
５
篇
の
創
作
童
話
集
。

（
中
央
公
民
館
図
書
室
に
も
あ
り
ま
す
。）

作
品
を
前
に
金
野
貴
子
さ
ん
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　

姑
の
キ
ミ
子
さ
ん

百
日
咳
の
流
行
に
つ
い
て

　

現
在
、
全
国
で
百
日
咳
が
数
多
く
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
近
年
は
予
防
接
種

の
普
及
に
よ
っ
て
、
乳
幼
児
の
患
者
数
は
現
象
し
て
い
ま
す
。
咳
や
く
し
ゃ
み

や
話
を
す
る
と
き
に
、
鼻
水
や
つ
ば
が
飛
び
、
他
の
人
が
吸
い
込
む
こ
と
に
よ

っ
て
感
染
し
ま
す （
飛
沫
感
染
）。 

そ
の
た
め
、
特
に
保
育
園
、
学
校
、
職
場
な

ど
の
集
団
の
中
で
流
行
す
る
危
険
性
が
高
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。  

群
馬
県
で

も
、
南
部
を
中
心
に
多
く
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
早
め
の
予
防
接
種
・
マ
ス
ク

の
着
用
・
う
が
い
手
洗
い
等
行
い
、
十
分
に
注
意
し
て
下
さ
い
。

感
染
経
路

　

つ
ば
や
咳
な
ど
の
飛
沫
に
百
日
咳
菌
が
混
じ
り
、
感
染
し
ま
す
。

潜
伏
期
間

　

菌
に
感
染
し
て
か
ら
症
状
は
出
る
ま
で
、
７
〜
10
日
間
で
す
。

症
状

　

初
期
は
風
邪
の
症
状
に
似
て
お
り
、
軽
い
咳
が
で
ま
す
。
次
第
に
激
し
い
咳

発
作
が
起
こ
り
、
３
週
間
前
後
続
き
ま
す
。
大
人
は
、
咳
が
長
期
に
続
く
も
の

の
、
重
大
な
症
状
に
は
い
た
り
ま
せ
ん
。

　

一
方
、
乳
幼
児
で
は
、
け
い
れ
ん
性
の
咳
発
作
が
特
徴
で
、
生
後
６
ヶ
月
以

内
で
感
染
し
た
場
合
、
死
亡
の
危
険
性
が
り
ま
す
。

感
染
し
た
ら

　

早
い
う
ち
は
、
薬
に
よ
る
治
療
が
有
効
で
す
。
症
状
が
疑
わ
れ
る
場
合
は
、

す
ぐ
に
登
校
・
登
園
・
通
勤
を
控
え
、
早
め
の
受
診
を
し
て
下
さ
い
。
ま
た
、

家
庭
内
の
感
染
を
防
ぐ
た
め
に
も
、
マ
ス
ク
の
着
用
や
、
つ
ば
や
鼻
水
の
処
理

に
注
意
し
て
下
さ
い
。

保 

健 

だ 

よ 

り

）平成 20年度　国保税第 2期・軽自動車税第 1期・固定資産税第 1期　納税率調（税額）

須
賀
川

御
座
入

菅　

沼

築　

地

下　

平

摺　

渕

幡　

谷

鍛
治
屋

栃
久
保

登　

戸

山　

崎

栗　

生

針　

山

下
小
川

中　

井

穴　

沢

上
小
川

太　

田

細
工
屋

阿　

村

上　

而

中　

里

新　

井

古　

仲

伊
閑
町

閑　

野

戸　

倉

鎌
田
１

鎌
田
２

鎌
田
３

鎌
田
４

鎌
田
５

村
全
体

白
根 

丸
沼

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

国保税 軽自動車税 固定資産税 村全体
国保

村全体
軽自

村全体
固定

（
平
成
20
年　

６
月
10
日
現
在
）

百
日
咳
の
特
徴

社団法人日本青年奉仕協会

http://w
w
w
.jyva.or.jp/

yv/obog/book/rinettonosougen.htm
l

●
支
払
開
始
日　

　

平
成
20
年
８
月
18
日
（
月
）

知
っ
て
い
ま
す
か
？
建
退
共
制
度

　

こ
の
制
度
は
、  
建
設
現
場
で
働
く
方

々
の
た
め
に
、 「
中
小
企
業
退
職
金
共
済

法
」  

と
い
う
法
律
に
よ
り
国
が
作
っ
た

退
職
金
制
度
で
す
。

●
加
入
で
き
る
事
業
主

　

建
設
業
を
営
む
方

●
対
象
と
な
る
労
働
者

　

建
設
業
の
現
場
で
働
く
人

●
掛
金　

日
額
３
１
０
円

●
特
徴

・
国
の
制
度
な
の
で
安
全
、  

確
実
、  

申

　

込
手
順
は
簡
単
で
す
。

・
経
営
事
項
審
査
で
加
点
評
価
の
対
象

　

と
な
り
ま
す
。

・
掛
金
の
一
部
を
国
が
助
成
し
ま
す
。

・
掛
金
は
事
業
主
負
担
と
な
り
ま
す
が

　

税
法
上
全
額
非
課
税
と
な
り
ま
す
。

・
事
業
主
が
変
わ
っ
て
も
退
職
金
は
企

　

業
間
を
通
算
し
て
計
算
さ
れ
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

建
退
共
群
馬
県
支
部

　

☎
０
２
７
（
２
５
２
）
１
６
６
６

平
成
20
年
度
自
衛
官
等
採
用
試
験

◎
二
等
陸
・
海
・
空
士

試　
　
　

験

●
受
験
資
格
・
18
歳
以
上
27
歳
未
満

●
受
付
期
間
・﹇
男
子
﹈
通
年

　
﹇
女
子
﹈
８
月
１
日
〜
９
月
10
日

●
一
次
試
験
日

　
﹇
男
子
﹈
受
付
時
に
通
知

　
﹇
女
子
﹈
９
月
29
日
（
月
）

◎
一
般
曹
候
補
学
生

●
受
験
資
格

　

18
歳
以
上
27
歳
未
満
﹇
男
女
﹈

●
受
付
期
間   

８
月
１
日
〜
９
月
10
日

●
一
次
試
験
日 　

９
月
20
日
（
土
）

◎
航
空
学
生

●
受
験
資
格

　

高
卒 （
見
込
含
） 
21
歳
未
満 ﹇
男
女
﹈

●
受
付
期
間   

８
月
１
日
〜
９
月
10
日

●
一
次
試
験
日　

９
月
23
日
（
火
）

◎
予
備
自
衛
官
補

●
受
験
資
格
・﹇
男
女
﹈

　
〈
一
般
〉
18
歳
以
上
34
歳
未
満

　
〈
技
能
〉
18
歳
以
上
で
保
有
す
る
国

　

家
資
格
等
に
応
じ
53
〜
55
歳
未
満

●
受
付
期
間   

７
月
22
日
〜
10
月
10
日

●
一
次
試
験
日　

10
月
18
日
（
土
）
〜

　

20
日 （
月
） 〈
い
ず
れ
か
一
日
を
指
定
〉

【
募
集
相
談
所
を
開
設
】

　

片
品
村
で
自
衛
官
採
用
試
験
の
募
集

相
談
所
が
開
設
さ
れ
ま
す
。

　

自
衛
隊
に
つ
い
て
、
聞
き
た
い
こ
と

が
あ
る
方
、
少
し
で
も
興
味
の
あ
る
方

は
、
受
験
希
望
の
有
無
に
関
係
な
く
、

気
軽
に
お
立
ち
寄
り
下
さ
い
。

利
根
沼
田
広
域
圏
職
員
採
用
試
験

●
職
種　

消
防
士

●
受
験
資
格

　

昭
和
58
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
３
年

４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
も
の

（
他
試
験
要
項
に
該
当
す
る
こ
と
）

●
試
験
日   

平
成
20
年
９
月
21
日 （
日
）

　

午
前
９
時
30
分
よ
り

●
採
用
予
定
人
員　

消
防
士
若
干
名

●
採
用
予
定
期
日　

　

平
成
21
年
４
月
１
日

●
申
込
書
請
求
先
・
提
出
先　

利
根
沼
田
広
域
消
防
本
部
総
務
課

●
受
付
期
間　

　

平
成
20
年
８
月
１
日
（
月
）
よ
り

　

８
月
29
日
（
金
）
ま
で　

●
問
い
合
わ
せ
先

利
根
沼
田
広
域
消
防
本
部
総
務
課

　
　
　
　
　
　

☎（
２
２
）   

３
１
３
３

●
日　

時　

７
月
25
日
（
金
）

　

午
後
１
時
半
〜
５
時
（
随
時
）

●
場
所

　

片
品
村
役
場
一
階
村
民
室(

予
定)

●
問
い
合
わ
せ
先

　

自
衛
隊
沼
田
地
域
事
務
所

　
　
　
　
　
　

  

☎（
２
３
）
４
１
１
１

＊
群
馬
地
方
協
力
本
部
Ｈ
Ｐ

http://w
w
w
.m
od.go.jp/pco/gunm

a




